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　認知症は誰でもなる可能性がある脳の病気です。いつ自分や家族、あるいは友人や知り合いが認知症に
なるかわかりません。認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）では、2025年には高齢者の約５人に
１人が認知症になると推計されています。
　認知症の人は記憶障害などから日常生活に支障があらわれ、その結果、周りの人との関係が損なわれた
り、家族が疲れて共倒れになってしまうことも少なくありません。しかし、認知症になっても、周りの人
の理解と温かい支えがあれば、住み慣れた地域で穏やかに暮らしていくことが可能です。
　認知症キャラバンメイトは認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で、自分らしく暮
らし続けることができるよう、認知症の人やその家族を温かく見守り、支援する応援者「認知症サポータ
ー」を養成する講座を開催しています。

鹿部町地域包括支援センターからのおしらせ
～認知症サポーター養成講座の出前講座のお知らせ～ 

町民の方ならどなたでも受講できます。職場や町内会、ご近所や友人同士の少人数でも構いません。

認知症の基本的な知識や認知症の方との接し方など、概ね１時間半程度の講座を受講していただきます。
※受講者には、認知症サポーターの証として「オレンジリング」をお渡しします。

無料

※申し込み・お問い合わせ先　役場保健福祉課内　鹿部町地域包括支援センター（℡：７－５２９１）


